
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 １００６ 

 

令和５年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ２ 第３学年 
Revised BIG DIPPER English 

Communication Ⅲ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、高校英語の仕上げとして、読む・聞く・書く・話すの４技能を

アクティブに更に伸ばすことを目標とする。聞いたり読んだりした内容を基に、正確な英文を用いて大

意をつかんだり、情報や考えなどについて、話したり書いたりする言語活動を多く行う。積極的な授業

参加が求められる。 

・英文を読んでいく上で不可欠な語彙力や文法力については、実際に英文を書いたり、英語で発表する

ということを意識して学習し、自分で使える英語を身につけていく必要がある。常に「英語を使う」こ

とを意識した姿勢が大切である。また、字数を定めた要約や、パラグラフ構成やディスコースマーカー

を考えて読んだり書いたりしていく。 

・音読は、リズムや発音・アクセントに気をつけて、読み、話す力をつけるだけでなく、同時に聞くこ

とにも注意を向けて練習することによって、全般的な英語力がつく大切な学習法の一つである。意味を

考えながら読み、聞いている人にきちんと伝わるように心がける必要がある。音読することにより、正

しい英文や語句をたくさん蓄えることは、あらゆる技能の向上に役立つことを心に留めておく。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目と主な教材（教科書以外で使用する教材一覧）： 

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ」（２単位）PATHFAINDER 発展編 

TACTICS 10 

PATHFAINDER 標準編 

英語長文演習 View Point Basic 英文読解の着眼点 15 

         「英語表現Ⅱ」（２単位）     Next Stage 英文法・語法問題 4th Edition Best Trainer 

                               英文法強化 演習 New Frame 650 New Edition 

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」（２単位）NEO 現代を見る Approach 

「英語読解演習」（２単位）    Front Runner 1 

「英語ﾘｽﾆﾝｸﾞ演習」（２単位） 「スクリーン・イングリッシュ」（２単位） 

「留学のための英語」（１単位） 「実用英語」（１単位） 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・リズムやイント 

 ネーションな  

  ど、英語の音声 

   的な特徴に注意

して話すことが

できる。 

・自分が経験した 

ことや将来の夢・ 

希望について、前

もって準備したメ

モを見ながら発表

できる。また、相手

の情報を得る簡単

な質問ができるよ

うになる。 

・身近なトピック 

（時事的なこと等） 

について短い英文

で自分の意見を言

えるようになる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・T or F 

・インタビ

ューテスト 

・音読、暗

唱テスト 

・Ｑｕｉｚ 

 

コミュ英語

Ⅲ 

・グループ 

ワーク 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・グループ

ワーク 

・簡単な日本語の文を

正しい英語で表現す

ることができる。更

に、身近な話題に関

する自分の考えを、

基礎的な単語・イデ

ィオム・つなぎ言葉

を用いて複数の文で

表現できる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英作（準 2 級

程度） 

・Ｑｕｉｚ 

・ディスカ

ッション 

 

コミュ英語

Ⅲ 

・定期考査 

・副教材に

よる課題 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・トピック

英作 

 

・はっきりと話され

れば、身近なトピ

ックについて短い

ニュースの要点を

聞き取ることがで

きる。 

・はっきりと話され 

る説明やガイドな 

どのアナウンスを 

聞いて、いくつかの 

情報を聞き取るこ 

とができる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・インタビ

ューテスト 

・Ｑ＆Ａ 

・Ｑｕｉｚ 

 

コミュ英語

Ⅲ 

・リスニン

グテスト 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・リスニン

グテスト 

 

・難しい部分を

読み返すなどし

ながら、よく知っ 

ている分野の説

明書や記事など

を詳しく理解す

ることができる。 

・小説などを読 

み、背景を踏まえ

事実関係だけで

はなく、登場人物

の気持ちなどを

把握し、気持ちに

応じて適切な速

度や声の調子で

音読することが

できる。 

コミュ英語

Ⅱ 

・  定期考

査  

・Ｑ＆Ａin 

 Japanese 

and 

English 

・夏休み・

冬休み課題

考査 

・音読、暗

唱テスト 

 

コミュ英語

Ⅲ 

・定期考査  

・副教材に

よる課題 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

・重要例文 

について 

の Quiz 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

 

 

 

 

 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに
関心を持ち、積極的に
言語活動を行い、コミ
ュニケーションを図ろ
うとしているかまた学
んだ事柄を基に、知識
等を広げられているか
を的確に評価できる方
法で実施。 

CAN-DO リストによる
「話すこと」と「書くこ
と」の到達目標を的確
に実施できる方法で実
施。 

CAN-DO リストによる
「聞くこと」「読むこ
と」の到達目標を的確
に評価できる方法で実
施。 

英語やその運用につい
ての知識を身に付けて
いるとともに、その背
景にある文化などを理
解し、他者に要約して
内容を伝えることがで
きるかどうかを的確に
評価できる方法で実
施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

単元(配当時

間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 17   

 

The Shoe 

 That Grows 

（８時間） 

靴がなくて学

校に行けない

ケニアの子ど

もたちのため

に開発された

「成長する」 

靴について。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

アフリカの農村の子

どもたちが学校に通

えない理由につい

て、知ろうとする。 

本文を読んだ後に

Comprehension や

It’s your turn を利用

して 

学んだ内容を確認す

る。 

アフリカの農村の子

どもたちが学校に通

えない理由について、

理解できている。 

調べたものをペア・ワ

ークやグループ発表さ

せ、発表媒体を提出さ

せて評価。 

「外国語表現の能力」 

内容についての英問

に英語で答えたり、

内容を要約する。 

内容理解を測るために

パラグラフごとに要約す

る。 

本課の内容について、

英問英答をしたり、知

り得た情報を英語で

言うことができる。 

ペア・ワークで確認した

り、考査で英問英答で尋

ねる。 

「外国語理解の能力」 

本文に関する英文を

聞き取り、日本語で説

明することができる。 

時間的順序や列挙・

例示を示すディスコ

ースマーカーに注目

しながら、英文を読み

進め、その内容をとら

えることができる。 

内容に関する英問英

答を行う。 

ディスコースマーカ

ーに注目しながら、ポ

イントとなる語を下

線などを引くなど確

認しながら進める。 

アフリカの農村の子

どもたちの実情を聞

き取り、日本語で説明

することができる。パ

ラグラフのメイン・ア

イデアを把握し、文章

の構成を理解できる。 

リスニングによる内容把

握のテスト。 

図表を示して空所に流れ

に合うように記入させる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

アフリカの貧困・教育

問題について、本文

の内容にそって理解

させる。 

アフリカの子どもたち

の教育に関して、現

状や解決するための

取り組みなどについ

て調べる。 

教育・健康に関連す

る語句の用法を知る。 

 

 

 

グループで本や、イン

ターネットで調べさ

せて、発表できる形を

作らせる。 

本文中に出てきた言

語材料を説明して今

回の内容に関する例

文を作らせる。 

アフリカの貧困・教育

問題について、本文の

内容にそって理解する

ことができる。 

アフリカの子どもたちの

教育に関して、現状や

解決するための取り組

みなどについて調べよ

うとする。 

言語材料を言語活動

に使うことができる。 

アフリカの子どもたちの

教育に関して、現状や解

決するための取り組みな

どについて調べて発表

させ、提出させる。 

考査で内容を確認テス

トをする。 

言語材料を使った英文

を読み書きできるか確

認テストをする。 



※令和３年度以前入学生用 

単元 （配当

時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 18 

Let’s Try 

English 

Presentations 

(８時間) 

急増する訪日

外国人客数に

ついて英語で

プレゼンテー

ション。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

近年増えている訪日

外国人観光客に目を

向け，異文化理解に

つなげる。 

英語のプレゼンテー

ションの基本を学

び，グラフ・図表か

ら必要な正しい情報

を読み取れるように

なる。 

本文を読んだ後に

Read It Through や

Comprehension を利

用して学んだ内容を

確認する。 

近年増えている訪日

外国人観光客に目を

向け，それについて、

自分の考えをまとめ

ようとする。 

感想や意見を発表し

ようとしたり、人の発

表をしっかり聞こう

とする。 

調べたものをペア・ワ

ークやグループ発表さ

せ、発表媒体を提出さ

せて評価。 

考査で確認。 

「外国語表現の能力」 

内容についての英問

に英語で答えたり、

内容を要約する。テ

ーマについて自分の

意見を書くことがで

きる。 

本文を読んだ後に感

想や意見を説明する。

パラグラフごとに本

文の要約をする。 

 

本課の内容について、

英問英答や、知り得た

情報を英語で言うこ

とができる。本文の要

約や自分の意見を書

くことができる。 

ペア・ワークで確認した

り、考査で英問英答で尋

ねる。 

 

「外国語理解の能力」 

本文中の内容に関す

る英文を聞き取り、日

本語で説明すること

ができる。プレゼンテ

ーションのその内容を

とらえ要点を理解でき

る。 

英文の中で注意して

聞くポイントを最初

に確認し本文の英文

を聞かせて英問英答

に答える。 

グラフ・図表から必要

な正しい情報を読み

取る。 

英文を聞き取り、日本

語で説明することが

できる。グラフ・図表

から必要な正しい情

報を読み取ることが

できる。 

モデルリーディング

を真似しながら、大き

な声で音読すること

ができる。 

リスニングによる内容把

握のテスト。 

図表を示して空所に流れ

に合うように記入させる。 

モデルリーディングを

真似しながら、大きな

声で音読させる文を暗

唱させて暗唱テストす

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

近年の訪日外国人客

の動向について知

る。 

発表・説明に関連す

る語句の用法につい

て知る。 

近年の訪日外国人客

の動向について説明

する。本文中に出てき

た言語材料を説明し

て今回の内容に関す

る例文を作る。 

近年の訪日外国人客

の動向について調べ

たこと発表できる。言

語材料を言語活動に

使うことができる。 

 

 

 

考査の中で問う。 

ペアやグループで互い

に意見発表した後に意

見をまとめて紙で提

出。言語材料を使った

英文を読み書きできる

か確認テストをする。 



※令和３年度以前入学生用 

単元（配当

時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 19 
 
Bottled 
Water?  
 
No Water? 

(８時間) 

飲料水に関連

した世界的な

実情とペット

ボトル飲料水

の是非。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

飲料水を確保できな

い国々がある一方

で，先進国が安全な

水道水があるにもか

かわらず，ペットボ

トル入り飲料水を大

量に生産し消費して

いる現状を知る。 

本文を読んで、飲料

水をめぐる世界的な

実情について理解

し、感想や意見を発

表する。 

Read It Through や

Comprehension を利

用して学んだ内容を

確認する。 

本文を読んで、飲料水

をめぐる世界的な実

情について理解する

ことができる。 

本文内容についての

質問に積極的に答え

る。感想や意見を発表

し、人の発表をしっか

り聞こうとする。 

考査を使って解答させ

る。 

本文や資料を用意して

読ませて考えさせて答

えさせる。 

ペットボトル飲料水につ

いて知りえたことをまとめ

て発表させて評価する。 

 

「外国語表現の能力」 

ペットボトル飲料水

の問題点について内

容を英語で把握す

る。また自分の意見

を英語で話し、まと

めて書く。 

 

本文の内容につい

て、英問英答をする。 

本課で知り得た情報

を英語で言う。 

内容を要約をした

り、自分の意見を書

く。 

本文の内容について、

英問英答をすること

ができ、知り得た情報

を英語で言うことが

できる。本文の内容を

要約できる。自分の意

見をクラスで説明す

ることができる。 

考査の中で英問英答の

形式で問う。 

内容の要約と意見は、最

初に個人、そのあとグル

ープで考えて発表させ

て評価する。 

「外国語理解の能力」 

ペットボトル飲料水

の是非と環境に悪影

響を与える理由につ

いて理解し日本語で

説明することができ

る。モデルリーディ

ングを真似しなが

ら、大きな声で音読

することができる。 

本文の内容について

英文を聞き取り、理

解した内容を日本語

で説明する。 

モデルリーディング

を真似しながら、大

きな声で音読する。 

本文の内容について

英文を聞き取り、理解

した内容を日本語で

説明することができ

る。 

モデルリーディング

を真似しながら、大き

な声で音読すること

ができる。 

考査で英問和答の形式

で問う。 

モデルリーディングを

真似しながら、大きな声

で音読させ、評価する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

世界で安全な飲料水

を確保することが困

難な状況や先進国の

対応などについて知

る。 

環境、自然に関連す

る語句の用法を知

る。 

本文の内容を理解

し、問題意識を持ち

世界の実情について

調べる。 

本文中に出てきた言

語材料使用し今回の

内容に関する例文を

作らせる。 

本文の内容を理解し

説明することができ

る。飲料水をめぐる世

界の情勢を調べ、発表

することができる。言

語材料を言語活動に

使うことができる。 

グループで発表させる。 

考査で自由記述で個人、

グループで調べたこと

を記述させて評価する。 

言語材料を使った英文

を読み書きできるか確

認テストをする。 



※令和３年度以前入学生用 

単元（配当

時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 20  

Endangered 

Language 

 (８時間) 

絶滅の危機

に瀕してい

る少数派言

語と対応策

について。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

世界の言語・少数派

言語について知り、

絶滅の危機に瀕して

いる言語の実情と問

題点を考えようとす

る。 

 

本文を読んで、絶滅

の危機に瀕している

少数言語の実情を理

解し、感想や意見を

発表する。 

Read It Through や

Comprehension を利

用して学んだ内容を

確認する。 

本文を読んで、世界の

少数派言語ついて興

味を持ち、絶滅の危機

に瀕している実情に

ついて理解できる。 

本文内容についての

質問に積極的に答え

る。感想や意見を発表

し、意見交換をする。 

考査で内容を問う問題

を出題して理解度を測

る。 

本文や資料を用意して

読ませて考えさせて答

えさせる。 

内容に関する感想や意

見を発表させて評価す

る。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容について

の内容を把握し、英

語の質問に答えるこ

とができる。パラグ

ラフ単位で本文の内

容を要約することが

できる。 

本文の内容について、

英問英答をする。 

本文で知り得た情報を

英語で表現する。 

 

本文の内容につい 

て、英問英答をす 

ることができ、知り得

た情報を英語で言う

ことができる。 

本文の内容を要約 

文にまとめること 

ができる。 

考査の中で英問英答の

形式で問う。 

内容の要約と意見は、最

初に個人、そのあとグル

ープで考えて発表させて

評価する。 

「外国語理解の能力」 

本文を聞き取り、 

ポイントを日本語 

で説明することが 

できる。パラグラフ

の主題を把握し、文

章の構成を理解す

る。モデルリーディ

ングを真似しなが

ら、大きな声で音読

することができる。 

本文を聞き取り、ポ

イントを日本語で書

く。 

パラグラフの主題を

把握し、文章の構成

を理解する。 

ペア・ワークでモデ

ルリーディングを真

似しながら、大きな

声で音読する。 

本文を聞き取り、ポイ

ントを日本語で説明

することができる。 

パラグラフの主題を

把握し、文章の構成

を理解することがで

きる。モデルリーデ

ィングを真似しなが

ら、大きな声で音読

することができる。 

内容把握を英問和答で

問う。 

ペア・ワークでモデルリ

ーディングを真似しな

がら、大きな声で音読さ

せてペアで評価させる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

世界の言語、少数派

言語とその現状の問

題点について知る。 

言語、文化に関連す

る語句の用法を知

る。 

グループで言語につ

いて調べて、発表す

る。本文中に出てき

た言語材料を使用

し、今回の内容に関

する例文を作る。 

本文の内容を理解し

説明することができ

る。世界の言語につい

て調べ、発表する。言

語材料を言語活動に

使うことができる。 

グループで発表させる。 

本文の内容を理解してい

るか考査で問う。 

言語材料を使った英文を

読み書きできるか確認テ

ストをする。 

 



※令和３年度以前入学生用 

単元 （配当

時間） 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 21 

 

Left in Space 

 

(８時間) 

宇宙ゴミの発

生原因と現状

について。宇

宙ゴミ除去へ

向けての国際

協 力 に つ い

て。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

宇宙ゴミの発生原因

と現状について、知ろ

うとする。 

宇宙ゴミ除去へむけ

ての国際協力につい

て考えようとする。 

本文を読んで宇宙ゴ

ミ発生の原因と現状

について理解する。本

文での宇宙ゴミ除去

の方法について、その

仕組みを理解する。 

感想や意見を発表す

る。Read It Through 

や Comprehension に

取り組む。 

本文を読んで、宇宙ゴ

ミ発生の原因と現状、

宇宙ゴミ除去の方法

について理解できる。 

本文内容についての

質問に積極的に答え

る。感想や意見を発表

し、意見交換をする。 

考査で内容を問う問題

を出題して理解度を測

る。 

本文や資料を用意して

読ませて考えさせて答

えさせる。 

内容に関する感想や意

見を発表させて評価す

る。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容について、

英問英答をすること

ができる。本文の内容

について、知り得た情

報を英語で言うこと

ができる。本文の内容

を要約文にまとめる

ことができる。 

本文の内容について、

ペアで英問英答をす

る。本文で知り得た情

報を英語で言う。 

宇宙ゴミ除去の方法の

しくみを説明する。 

本文の内容を要約文を

作る。 

本文の内容について、

英問に英語で答える

ことができる。本課の

内容について、知り得

た情報を英語で簡潔

に言うことができる。 

本文の内容の要約文

を書くことができる。 

英問英答はリスニング

テストで確認する。 

簡潔な英語で本課のポ

イントが答えられるか

は、考査の中で確認す

る。 

 

「外国語理解の能力」 

本文を聞き取り、 

ポイントを日本語 

で説明することが 

できる。パラグラフの

主題を把握し、文章の

構成を理解する。モデ

ルリーディングを真

似しながら、大きな声

で音読することがで

きる。 

本文を聞き取り、ポイ

ントを日本語で書く。 

パラグラフの主題を

把握し、文章の構成

を理解する。 

ペア・ワークでモデル

リーディングを真似

しながら、大きな声で

音読する。 

本文を聞き取り、ポイ

ントを日本語で説明

することができる。 

パラグラフの主題を

把握し、文章の構成を

理解することができ

る。モデルリーディン

グを真似しながら、大

きな声で音読するこ

とができる。 

内容把握を英問和答で

問う。 

ペア・ワークでモデル

リーディングを真似し

ながら、大きな声で音

読させてペアで評価さ

せる。 

「言語や文化についての知識・理解」 

宇宙ゴミと除去につ

いて、問題点と解決策

について知る。 

科学、技術に関連する

語句の用法を知る。 

 

本文の内容を読んだ

後に、宇宙ゴミについ

て調べ、発表する。本

文中に出てきた言語

材料を使用し、内容に

関する例文を作る。 

宇宙ゴミについて理

解したことを発表す

ることができる。言語

材料を使用し、英語で

表現することができ

る。 

グループで発表させる。 

本文の内容を理解して

いるか考査で問う。 

言語材料を使った英文

を読み書きできるか確

認テストをする。 



※令和３年度以前入学生用 

 


